
令和6年１月23日からの大雪に係る災害派遣について※ 数値等は全て速報値のため、
今後変更される可能性があります。

令和 6年１月２５日
防 衛 省

概 要

○ １月２３日（火）からの大雪により、名神高速道路（岐阜県関ケ原IC～滋賀県堺付近）で約5km、車両約
1200台の民間車両の立ち往生が発生

○ 自治体の能力のみでは対応困難であることから、２４日（水）１５００、岐阜県知事から陸上自衛隊第１０
師団長（守山・愛知県名古屋市）に対し、除雪（車両救出のための人力除雪）及び乗員に対する水・食料等の
配布に係る災害派遣要請があり、同時刻受理

○ ２４日（水）１７４５以降、陸上自衛隊第３５普通科連隊（守山）の初動対処部隊(ファスト・フォース)
３５名を含む約３００名が名神高速道路の関ケ原IC付近にて活動開始

○ ２５日（木）０４００、滞留車両の立ち往生が全て解消されたことから、岐阜県知事から陸上自衛隊第１０
師団長（守山）に対し災害派遣撤収要請があり、活動を終了

活動
内容

○ ２４日（水）２０５５以降、陸自第３５普通科連隊（守山）が人員約３００名により、関ヶ原付近における
除雪作業及び生活物資の輸送を実施し民間車両約６４０台を救出

連絡員の
派遣

○ 岐阜県庁 ：陸自第３５普通科連隊（守山）×２名

○ ＮＥＸＣＯ防災対策本部：陸自第３５普通科連隊（守山）×２名

【お知らせ】

活動状況(除雪作業)位置関係図


